
別
表
（
第
十
条
関
係
）区

分

額

鉄
道
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
六
、
五
〇
〇
円

鉄
道
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

五
三
、
五
〇
〇
円

鉄
道
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

六
六
、
〇
〇
〇
円

鉄
道
三
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

八
一
、
五
〇
〇
円

鉄
道
五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
〇
八
、
〇
〇
〇
円

鉄
道
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
千
五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
一
三
、
五
〇
〇
円

鉄
道
千
五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

一
二
一
、
五
〇
〇
円

鉄
道
二
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

一
四
一
、
〇
〇
〇
円

備

考路
程
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
水
路
及
び
陸
路
四
分
の
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
も
っ
て
鉄
道
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
み

な
す
。

平成年月日 金曜日 第号官 報

三

司
法
研
修
所
に
お
い
て
修
習
す
る
た
め
に
住
所
又
は
居
所
の
移
転
を
し
た
司
法
修
習
生
（
次
号
及
び
第
五
号
に

お
い
て
「
移
転
者
」
と
い
う
。）が
最
高
裁
判
所
が
設
け
た
寮
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
施
設
と
し
て
最
高
裁
判
所
が

定
め
る
施
設
に
居
住
し
た
期
間

四

移
転
者
が
無
償
で
提
供
さ
れ
る
住
宅
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
住
宅
に
居
住
し
た
期
間

五

移
転
者
が
第
一
項
に
規
定
す
る
住
宅
に
居
住
し
た
期
間

六

前
三
号
の
期
間
に
準
ず
る
期
間
と
し
て
最
高
裁
判
所
が
定
め
る
期
間

４

司
法
修
習
生
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
死
亡
し
た
日
の
属
す
る
給
付
期
間
ま
で
住
居
給
付
金
を
支
給
し
、
当
該

給
付
期
間
の
住
居
給
付
金
の
額
は
、
前
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
額
と
す
る
。

（
住
居
給
付
金
に
係
る
届
出
）

第
五
条

法
第
六
十
七
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
住
居
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
要
件
（
以
下
「
住
居
給
付
要
件
」

と
い
う
。）を
具
備
す
る
に
至
っ
た
司
法
修
習
生
は
、
住
居
給
付
要
件
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添

付
し
て
、
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
様
式
に
よ
り
、
そ
の
居
住
の
実
情
を
速
や
か
に
最
高
裁
判
所
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。住
居
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
司
法
修
習
生
の
居
住
の
実
情
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、

同
様
と
す
る
。

（
住
居
給
付
金
に
係
る
確
認
及
び
認
定
）

第
六
条

最
高
裁
判
所
は
、
司
法
修
習
生
か
ら
前
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
事
実

を
確
認
し
、
そ
の
司
法
修
習
生
が
住
居
給
付
要
件
を
具
備
す
る
と
き
は
、
そ
の
司
法
修
習
生
に
住
居
給
付
金
を
支
給

す
べ
き
こ
と
を
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
住
居
給
付
金
の
支
給
の
始
期
及
び
終
期
）

第
七
条

住
居
給
付
金
の
支
給
は
、
司
法
修
習
生
が
住
居
給
付
要
件
を
具
備
す
る
に
至
っ
た
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
要
件
具
備
日
」
と
い
う
。）の
属
す
る
給
付
期
間
の
次
の
給
付
期
間
（
要
件
具
備
日
が
給
付
期
間
の
初
日
で
あ
る

と
き
は
、
要
件
具
備
日
の
属
す
る
給
付
期
間
）
か
ら
開
始
し
、
司
法
修
習
生
が
住
居
給
付
要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
日

の
属
す
る
給
付
期
間
（
そ
の
日
が
給
付
期
間
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
給
付
期
間
の
前
の
給
付
期

間
）
を
も
っ
て
終
わ
る
。
た
だ
し
、
住
居
給
付
金
の
支
給
の
開
始
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
こ

れ
に
係
る
要
件
具
備
日
か
ら
七
日
を
経
過
し
た
後
に
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
受
理
し
た
日
の
属
す
る
給
付
期

間
の
次
の
給
付
期
間
（
そ
の
日
が
給
付
期
間
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
給
付
期
間
）
か
ら
行
う
も

の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
司
法
修
習
生
が
、
司
法
修
習
生
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁
判
所
規

則
第
十
五
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
司
法
研
修
所
長
が
地
方
裁
判
所
、
地
方
検
察
庁
又
は
弁
護
士
会
に

委
託
し
て
行
わ
し
め
る
修
習
の
開
始
に
伴
い
当
該
修
習
の
開
始
の
日
と
し
て
最
高
裁
判
所
が
定
め
る
日
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
実
務
修
習
開
始
日
」
と
い
う
。）の
前
日
ま
で
に
新
た
に
住
居
給
付
要
件
を
具
備
し
、
か
つ
、
第
五
条

の
規
定
に
よ
る
届
出
を
実
務
修
習
開
始
日
か
ら
七
日
以
内
に
し
た
と
き
は
、
当
該
実
務
修
習
開
始
日
の
属
す
る
給
付

期
間
か
ら
住
居
給
付
金
の
支
給
を
開
始
す
る
。

（
住
居
給
付
金
の
支
給
の
方
法
）

第
八
条

住
居
給
付
金
は
、
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
日
に
、
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
支
給
す
る
。

（
住
居
給
付
要
件
の
事
後
の
確
認
）

第
九
条

最
高
裁
判
所
は
、
現
に
住
居
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
司
法
修
習
生
が
住
居
給
付
要
件
を
具
備
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
随
時
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

（
移
転
給
付
金
の
額
）

第
十
条

移
転
給
付
金
（
法
第
六
十
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
移
転
給
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
額
は
、
最

高
裁
判
所
の
定
め
る
路
程
に
応
じ
た
別
表
の
定
額
に
よ
る
額
と
す
る
。

（
移
転
給
付
金
に
係
る
届
出
）

第
十
一
条

法
第
六
十
七
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
移
転
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
要
件
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条

に
お
い
て
「
移
転
給
付
要
件
」
と
い
う
。）を
具
備
す
る
に
至
っ
た
司
法
修
習
生
は
、
移
転
給
付
要
件
を
具
備
し
て
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
様
式
に
よ
り
、
そ
の
移
転
の
実
情
を
速
や
か
に
最

高
裁
判
所
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
移
転
給
付
金
に
係
る
確
認
及
び
認
定
）

第
十
二
条

最
高
裁
判
所
は
、
司
法
修
習
生
か
ら
前
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
事

実
を
確
認
し
、
そ
の
司
法
修
習
生
が
移
転
給
付
要
件
を
具
備
す
る
と
き
は
、
そ
の
司
法
修
習
生
に
移
転
給
付
金
を
支

給
す
べ
き
こ
と
を
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
届
出
が
、
住
所
又
は
居
所
の
移
転
を
す
る
原
因
と

な
っ
た
修
習
の
開
始
の
日
（
や
む
を
得
ず
同
日
後
に
移
転
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
移
転
を
し
た
日
）
か
ら

七
日
を
経
過
し
た
後
に
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
移
転
給
付
金
の
支
給
の
方
法
）

第
十
三
条

移
転
給
付
金
は
、
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
日
に
、
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
支
給
す
る
。

（
補
則
）

第
十
四
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
修
習
給
付
金
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
最
高
裁
判
所
が
定
め

る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
後
に
採
用
さ
れ
た
司
法
修
習
生
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
規
則
の
施
行

前
に
採
用
さ
れ
た
司
法
修
習
生
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

最
高
裁
判
所
長
官

寺
田

逸
郎

〇
最
高
裁
判
所
規
則
第
四
号

司
法
修
習
生
に
関
す
る
規
則
及
び
司
法
修
習
生
の
修
習
資
金
の
貸
与
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
四
日

最
高
裁
判
所

司
法
修
習
生
に
関
す
る
規
則
及
び
司
法
修
習
生
の
修
習
資
金
の
貸
与
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

（
司
法
修
習
生
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

司
法
修
習
生
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
裁
判
所
法
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
を

加
え
、「
以
下
委
員
会
」
を
「
以
下
「
委
員
会
」」に
改
め
る
。

「
第
四
章

罷
免
」
を
「
第
四
章

罷
免
等
」
に
改
め
る
。
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